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小児の口唇閉鎖力を改善すると咀嚼運動は改善できる

Improvement of lip closure strength cures its masticatory motion
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研究成果の概要（和文）：　口唇閉鎖不全を伴う過蓋咬合，反対咬合，叢生，開咬，上顎前突について，口唇閉
鎖を改善するトレーニングを行うことにより，口腔機能の改善がいずれの不正咬合においても認められた．しか
し，この不正咬合の中でも反対咬合，開咬は口腔習癖の除去や咬合の改善を優先し，口
唇閉鎖力のトレーニングを行うことが有効であり，一方，過蓋咬合，上顎前突では先行してトレーニングを実施
した場合にも効果が得られることが示唆され，咀嚼運動も正常化した．本研究の成果は小児の口腔健康について
基盤的な情報提供が行えたと考えられる．

研究成果の概要（英文）：T he improvement of the oral function was observed by performing training to
 improve the lip closure strength in children with deep overbite, anterior crossbite, crowding, open
 bite, and maxillary protrusion. However, anterior crossbite and open bite gave priority to 
improvement of the removal the oral habits, including the weak lip closure strength, it was 
effective to perform training of the lip closure strength at first. Consequently, the improvement of
 the lip closure strength normalized the chewing motion.
 The results of our study provides basic information concerning oral health promotion during 
childhood.　

研究分野： 小児歯科
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　口が「ぽかん」と開いている口唇閉鎖力が低下している小児は，不正咬合（過蓋咬合，反対咬合，開咬，上顎
前突など）を招くことが多い．このような不正咬合は将来的に咬むことや話す，と言った口の機能を損なうこと
になる．この口唇閉鎖力を小児期に改善することは，不正咬合の改善につながるとともに，口の機能を正常に導
ける可能性が示唆された．
　この研究結果は，哺乳期から生じうる口唇閉鎖力の低下について診断し，介入するかを考える礎になろう．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
健康の維持増進に関心が高まっている中，行政は少子高齢化が進むことを背景に口腔に関

する施策を打ち出している．「健康日本 21」では「咀嚼機能の維持」が達成すべき目標のひ
とつとして掲げられており，また「食育基本法」では，平成 22 年までの計画期間に「子ど
もの食育」に重点をおいた具体的な方策が求められている．概要で述べた「歯科口腔保健の
推進関する法律」では，「生活の質（食べる喜び，話す楽しみ等の QOL）の向上に向けた口腔
機能の維持・向上」（第１条第３項）を記し，「具体的には，口腔機能の健全な育成，口腔機
能に影響を与える習癖等の改善，口腔機能訓練等に関する歯科保健指導等により促進するこ
とが重要」であるとしている．また，厚生労働省が平成 26 年度診療報酬改定時に示した資
料では（上図）では．乳幼児期・学齢期から高齢期に至る口腔機能の変化を図示し，口腔機
能に関する項目が今後診療報酬に収載される方向性を示している． 
法律の文言にある「口腔機能に影響を与える習癖等の改善，口腔機能訓練」から，小児歯

科医，矯正歯科医が連想することは，舌位や MFT そして口唇閉鎖などであろう．中でも吸指
癖と関連する口唇閉鎖については，法律の他の部位にもその記載が見られることから，最も
意識している点である．そこで従前から業者と口唇閉鎖力測定器の開発を進めてきた研究代
表者と共同研究者は，その開発を一段と進め，口唇閉鎖力測定器「りっぷるくん」完成し発
売された．この「りっぷるくん」は一般医療機器に分類される歯科用口唇力固定装置であり，
医療機器として厚生労働省に届けられている．測定原理は，測定軸に貼りつけた歪みゲージ
の出力変化量を口唇閉鎖力として N（ニュートン）単位で表示するものである．また，訓練
には測定に用いる「りっぷるボタン」を使用する．従って，小児の各年齢における口唇閉鎖
力を検査し，診断を行うことができる． 
 
２．研究の目的 
厚生労働省は平成 23年に法律第 95 号「歯科口腔保健の推進関する法律」を施行した．その

中で「口腔機能の獲得，成長発育をはかるための歯科医療による介入が必要」と明記されてお
り，平成 34 年までに不正咬合の減少を 10％にまで減少させることが目標の１つである．これ
を受け，口唇閉鎖不全が不正咬合に関わる割合が高いことから，代表者と分担者は口唇閉鎖力
測定器を業者と共同開発し厚生労働省の認可を受けた．しかし，口唇力閉鎖不全を有する小児
における口唇閉鎖力の改善が顎口腔機能を改善する学術的エビデンスは存在しない．そこで本
研究は「小児の口唇閉鎖力を改善すると咀嚼運動機能は改善できる」という仮説を検証するこ
とを目的とした． 
 

３． 研究の方法 
被験者は，訓練群：口唇閉鎖力が標準より劣る（-1SD）乳歯列期小児，同乳歯列不正咬合小

児，対照群：訓練群の個々の被験者と性別や年齢がマッチした口唇閉鎖力正常群（±1SD）．成
人群：成人女性．口唇閉鎖力の検査・診断には前述の「りっぷるくん」，訓練指導には「りっぷ
るボタン」を用いる．指導・訓練における咀嚼運動機能の改善は，研究目的で述べた歯列およ
び顔面の三次元形態，下顎および口唇の咀嚼運動時の運動によって評価した．咀嚼運動につい
ては１．VICON，２．ナソヘキサグラフ，３．家庭用ビデオ，を必要に応じて計測し，それぞれ
の 特徴について検討を加えた． 
 
４． 研究成果 

 
・口呼吸が疑われる小児の実態調査 
 口唇閉鎖力の低い小児は口呼吸を行う
ことが知られている．本研究に取り組むに
際し，実態を検証した．図１に見られる通

り，保護者の観察によると小児の約３割に
口呼吸が認められた． 
 また，年齢別に見てみると，その傾向は
増齢的に増加していることが統計的にも
有意であった． 
従って，低年齢から継続的に口唇閉鎖の重
要性について啓蒙するとともに，有効な診
断法，効果的な訓練法（治療法）をエビデ
ンスをもって示す必要があると考えられ
た． 
 
 
 



・ 訓練による口唇閉鎖力の改善 
 右にトレーニングによって増加した閉
鎖力示した．各年齢層とも有意に増加して
いるが，低年齢ほど閉鎖力の増す強さが大
きいことが示されたまた，トレーニングは
３か月程度が有意義であることが示され
た． 
・口唇閉鎖力と咀嚼機能  
 口唇閉鎖は咀嚼に不可欠な機能の１つ
である．我々の研究グループは過去の報告
において，反対咬合の小児においては，開
閉口運動，咀嚼運動が，正常歯列を有する
小児に比べ特有な運動経路を通り，その効
率が低いことが示されている．また，右に
示す口腔習癖の有無別に咬合状態による
口唇閉鎖力の変化より，反対咬合が他の不
正咬合に比べ口唇閉鎖力が低下している
こと，そして閉鎖力が顕著に改善すること
が示されており，咀嚼機能の改善が期待で
きる． 
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